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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第４区分
【発行日】平成20年3月6日(2008.3.6)

【公開番号】特開2004-241114(P2004-241114A)
【公開日】平成16年8月26日(2004.8.26)
【年通号数】公開・登録公報2004-033
【出願番号】特願2004-96336(P2004-96336)
【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ  19/28     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/085    (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ  19/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ  19/28    　　　Ｃ
   Ｇ１１Ｂ   7/085   　　　Ｅ
   Ｇ１１Ｂ  19/20    　　　Ｊ

【手続補正書】
【提出日】平成20年1月17日(2008.1.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報ディスクを所定の速度で回転させるディスク回転手段と、
　前記情報ディスクから情報信号を読み取るための読み取り手段と、
　前記読み取り手段を前記情報ディスクの半径方向に移動するための移動手段と、
　前記読み取り手段が前記情報トラックを横切る際の再生信号に基づいてトラッククロス
パルスを生成するトラッククロス検出手段と、
　前記トラッククロスパルスのうち設定値以下の幅のトラッククロスパルスを計数しない
ための可変フィルタ手段と、
　前記可変フィルタ手段より出力されたトラッククロスパルスを計数して計数値を出力す
る計数手段と、
　前記ディスク回転手段の最高回転速度を決定し、前記最高回転速度以下で前記ディスク
回転手段を制御する制御手段と、を具備し、
　前記制御手段は、前記計数値と、前記計数値を計数した時の前記ディスク回転手段の回
転速度と、予め決められた定数と、から前記設定値を算出して前記可変フィルタに設定し
、前記ディスク回転手段の最高回転速度を決定することを特徴とする情報ディスク記録再
生装置。
【請求項２】
　請求項１記載の情報ディスク記録再生装置において、
　前記読み取り手段が前記情報トラックを横切る方向を表すトラッククロス方向を検出す
るトラッククロス方向検出手段と、
　前記ディスク回転手段の回転角度情報を出力する回転角度検出手段とを備え、
　前記計数手段は、前記トラッククロス方向と前記回転角度情報とに基づいて、前記トラ
ッククロス検出手段により検出されたトラッククロスパルスを符号付きで計数することを
特徴とする情報ディスク記録再生装置。
【請求項３】
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　情報ディスクを所定の速度で回転させるディスク回転手段と、
　前記情報ディスクから情報信号を読み取るための読み取り手段と、
　前記読み取り手段を前記情報ディスクの半径方向に移動するための移動手段と、
　前記読み取り手段が前記情報トラックを横切る際の再生信号に基づいてトラッククロス
パルスを生成するトラッククロス検出手段と、
　前記トラッククロスパルスのうち設定値以下の幅のトラッククロスパルスを計数しない
ための可変フィルタ手段と、
　前記読み取り手段が前記情報トラックを横切る方向を表すトラッククロス方向を検出す
るトラッククロス方向検出手段と、
　前記ディスク回転手段の回転角度情報を出力する回転角度検出手段と、
　前記トラッククロス方向と前記回転角度情報に基づいて前記可変フィルタ手段から出力
されるトラッククロスパルスを符号付きで計数する第１の計数手段と、トラッククロス方
向を検出せず前記回転角度検出手段が出力する回転角度情報に基づいて前記可変フィルタ
手段から出力されるトラッククロスパルスを計数する第２の計数手段とを含み、前記可変
フィルタ手段の初期値を設定するための計数値の初期値を設定し、前記移動手段を移動不
能として、前記ディスク回転手段に装着された前記情報ディスクを所定の速度で回転した
ときの第１または第２の計数手段が計数した計数値を得、所定回数、前記可変フィルタ手
段の設定値を設定し、前記情報ディスクを所定の速度で回転したときの第１または第２の
計数手段が計数した計数値を得る、処理を繰り返し、１回転分以上の計数値を得る計数手
段と、
　前記ディスク回転手段の最高回転速度を決定し、前記最高回転速度以下で前記ディスク
回転手段を制御する制御手段と、を具備し、
　前記制御手段は、前記計数値と、前記計数値を計数した時の前記ディスク回転手段の回
転速度と、予め決められた定数と、から前記設定値を算出して前記可変フィルタに設定し
、前記ディスク回転手段の最高回転速度を決定することを特徴とする情報ディスク記録再
生装置。
【請求項４】
　請求項３記載の情報ディスク記録再生装置において、
　前記計数手段は、
　前記ディスク回転手段に装着された前記情報ディスクを所定の速度で回転したときに前
記第１の計数手段が計数した計数値を得、所定回数、前記情報ディスクを所定の速度で回
転したときに前記第１の計数手段が計数した計数値を得る処理を繰り返し、１回転分以上
の前記計数値を得るものであることを特徴とする情報ディスク記録再生装置。
【請求項５】
　請求項３または４記載の情報ディスク記録再生装置において、
　前記計数値と、前記計数値を計数した時の前記ディスク回転手段の回転速度と、予め決
められた定数と、から前記設定値を算出して前記可変フィルタに設定する際に、前記計数
値がトラッククロス方向を検出しない場合の計数値であるときには、
　１回転あたりの総計数値　＝　４Ｔc
　現在の回転速度　　　　　＝　Ｖrpm
としたとき、
【数１】

をもとに最大トラック横断速度を算出し、該算出された前記最大トラック横断速度をもと
に、前記可変フィルタ手段の設定値として最小トラックカウントパルス幅を設定すること
を特徴とする情報ディスク記録再生装置。
【請求項６】
　請求項３または４記載の情報ディスク記録再生装置において、
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　前記回転角度検出手段は、前記ディスク回転手段の回転角度情報を１回転あたり６分割
された領域に分けて出力し、前記可変フィルタ手段の設定値の設定は、計数値がトラック
クロス方向を検出する場合の計数値であるときには、前記６分割された回転角毎の計数値
をそれぞれ、
DAT[n] = DAT[0],DAT[1],DAT[2],DAT[3],DAT[4],DAT[5]
(n>5 のとき、n = n mod 6 (n を 6 で割った剰余))とし
ディスク回転手段の回転速度をＶrpm[rpm]とするとき、
【数２】

又は、
【数３】

で表される最大トラック横断速度１及び最大トラック横断速度２に比例する値を最大トラ
ック横断速度として算出し、
　前記（数２式）及び（数３式）によりn=0～5 までで算出される、１２個の最大トラッ
ク横断速度１及び最大トラック横断速度２の平均値に比例する値、または、１２個の最大
トラック横断速度１及び最大トラック横断速度２の値の中央値ｍ個の平均値に比例する値
を最大トラック横断速度とすることを特徴とする情報ディスク記録再生装置。
【請求項７】
　請求項６記載の情報ディスク記録再生装置において、
　前記計数値と、前記計数値を計数した時の前記ディスク回転手段の回転速度と、予め決
められた定数と、から前記設定値を算出して前記可変フィルタに設定する際に、計数値が
トラッククロス方向を検出する場合の計数値であるときには、前記６分割された回転角毎
の計数値をそれぞれ、
DAT[n] = DAT[0],DAT[1],DAT[2],DAT[3],DAT[4],DAT[5]
(n>5 のとき、n = n mod 6 (n を 6 で割った剰余))とし、
ディスク回転手段の回転速度をＶrpm[rpm]とするとき、
【数４】

【数５】

をもとに最大トラック横断速度を算出し、該算出された前記最大トラック横断速度をもと
に前記可変フィルタの設定値として最小トラックカウントパルス幅を設定することを特徴
とする情報ディスク記録再生装置。
【請求項８】
　請求項１記載の情報ディスク記録再生装置において、
　前記制御手段は、
　前記情報ディスク記録再生装置の最高回転速度を設定する際に、前記計数値として、前
記情報ディスクが第１の回転速度で回転したときに計数されたトラッククロス計数値と、
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前記情報ディスクが前記第１の速度よりも速い１つ以上の回転速度で回転したとき計数さ
れたトラッククロス計数値との差を前記計数値として用いることを特徴とする情報ディス
ク記録再生装置。
【請求項９】
　請求項８記載の情報ディスク記録再生装置において、
　前記制御手段は、同一の回転速度で繰り返し計数されて得られたトラッククロス計数値
のうちの１回転分以上のトラッククロス計数値を選択して平均値を算出し、算出した平均
値を前記トラッククロス計数値とすることを特徴とする情報ディスク記録再生装置。
【請求項１０】
　請求項９記載の情報ディスク記録再生装置において、
　前記計数手段は、前記計数値と、前記計数値を計数した時の前記ディスク回転手段の回
転速度と、予め決められた定数と、から前記設定値を算出して前記可変フィルタに設定し
、
　前記制御手段は、前記トラッククロス計数値を算出する際に、同一の回転速度で繰り返
し設定された前記可変フィルタ手段の設定値が一定値以上変化した場合には、それ以前の
トラッククロス計数値は平均値を算出するために用いないことを特徴とする情報ディスク
記録再生装置。
【請求項１１】
　情報ディスクを所定の速度で回転させるディスク回転手段と、
　前記情報ディスクから情報信号を読み取るための読み取り手段と、
　前記読み取り手段を前記情報ディスクの半径方向に移動するための移動手段と、
　前記読み取り手段が前記情報トラックを横切る際の再生信号に基づいてトラッククロス
パルスを生成するトラッククロス検出手段と、
　現在のトラッククロスパルスより１つ前のトラッククロスパルスのパルス幅を記憶する
パルス幅記憶手段と、
　前記１つ前のトラッククロスパルスのパルス幅と現在のトラッククロスパルスのパルス
幅とを比較し、一定以上小さくなっている場合には現在のトラッククロスパルスを出力し
ないフィルタ手段と、
　前記フィルタ手段より出力されたトラッククロスパルスを計数して計数値を出力する計
数手段と、
　前記ディスク回転手段の最高回転速度を決定し、前記最高回転速度以下で前記ディスク
回転手段を制御する制御手段と、を具備し、
　前記制御手段は、前記計数値と、前記計数値を計数した時の前記ディスク回転手段の回
転速度と、予め決められた定数と、から前記設定値を算出して前記可変フィルタに設定し
、前記ディスク回転手段の最高回転速度を決定することを特徴とする情報ディスク記録再
生装置。
【請求項１２】
　情報トラックが螺旋状または同心円状に形成された情報ディスクを記録または再生可能
な情報ディスク記録再生装置の振動検出方法において、
　前記情報ディスクを装置に装着して回転させたときに発生する、読み取り手段が前記情
報ディスクの情報トラックを横切る際の再生信号に基づくトラッククロスパルスを計数し
て計数値を得るステップと、
　前記得られたトラッククロスパルスの幅と所定の値とを比較し、所定値以下の幅を有す
るトラッククロスパルスの前記計数を無効にするステップと、
　前記計数値をもとに前記情報ディスク記録再生装置の許容されるトラック横断数以下と
なる最高回転速度を決定するステップと、
　前記計数値と、前記計数値を計数した時のディスク回転数と、予め決められた定数と、
から前記情報ディスク記録再生装置の許容されるトラック横断速度以下またはトラック横
断加速度以下となる最高回転速度を決定するステップとを、
　含むことを特徴とする情報ディスク記録再生装置の振動検出方法。



(5) JP 2004-241114 A5 2008.3.6

【請求項１３】
　情報トラックが螺旋状または同心円状に形成された情報ディスクを記録または再生可能
な情報ディスク記録再生装置の振動検出方法において、
　前記情報ディスクを装置に装着して回転させたときに発生される、読み取り手段が前記
情報ディスクの情報トラックを横切る際の再生信号に基づくトラッククロスパルスを計数
して計数値を得るステップと、
　前記読み取り手段が前記情報トラックを横切る方向を表すトラッククロス方向を検出す
るステップと、
　前記情報ディスクの回転角度情報を出力するステップと、
　設定パルス幅と現在のトラッククロスパルスのパルス幅とを比較し、一定以上小さくな
っている場合には現在のトラッククロスパルスの前記計数を無効とするステップと、
　前記トラッククロス方向と前記回転角度情報に基づいて、前記一定以上の前記トラック
クロスパルスを符号付きで計数する第１の計数ステップと、
　トラッククロス方向を検出せず前記回転角度情報に基づいて、前記一定以上の前記トラ
ッククロスパルスを計数する第２の計数ステップと、
　前記第１及び第２の計数ステップを所定回数繰り返して、前記設定パルス幅を繰り返し
設定するステップと、
　前記繰り返し設定された設定パルス幅を用いて前記第１及び第２の計数ステップにて計
数される計数値を得ることで、前記情報ディスク１回転以上に相当する計数値を得るステ
ップと、
　前記計数値をもとに前記情報ディスク記録再生装置の許容されるトラック横断数以下と
なる最高回転速度を決定するステップと、
　前記計数値と、前記計数値を計数した時のディスク回転数と、予め決められた定数と、
から前記情報ディスク記録再生装置の許容されるトラック横断速度以下またはトラック横
断加速度以下となる最高回転速度を決定するステップとを、
　含むことを特徴とする情報ディスク記録再生装置の振動検出方法。
【請求項１４】
　情報トラックが螺旋状または同心円状に形成された情報ディスクを記録または再生可能
な情報ディスク記録再生装置の振動検出方法において、
　前記情報ディスクを装置に装着して回転させたときに発生する、読み取り手段が前記情
報ディスクの情報トラックを横切る際の再生信号に基づくトラッククロスパルスを計数し
て計数値を得るステップと、
　現在のトラッククロスパルスより１つ前に検出されたトラッククロスパルスのパルス幅
を記憶するステップと、
　前記記憶されたトラッククロスパルスのパルス幅と現在のトラッククロスパルスのパル
ス幅とを比較し、一定以上小さくなっている場合には現在のトラッククロスパルスの前記
計数を無効とするステップと、
　前記計数値をもとに前記情報ディスク記録再生装置の許容されるトラック横断数以下と
なる最高回転速度を決定するステップと、
　前記計数値と、前記計数値を計数した時のディスク回転数と、予め決められた定数と、
から前記情報ディスク記録再生装置の許容されるトラック横断速度以下またはトラック横
断加速度以下となる最高回転速度を決定するステップとを、
　含むことを特徴とする情報ディスク記録再生装置の振動検出方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　また、本発明の請求項１にかかる情報ディスク記録再生装置によれば、情報ディスクを
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所定の速度で回転させるディスク回転手段と、前記情報ディスクから情報信号を読み取る
ための読み取り手段と、前記読み取り手段を前記情報ディスクの半径方向に移動するため
の移動手段と、前記読み取り手段が前記情報トラックを横切る際の再生信号に基づいてト
ラッククロスパルスを生成するトラッククロス検出手段と、前記トラッククロスパルスの
うち設定値以下の幅のトラッククロスパルスを計数しないための可変フィルタ手段と、前
記可変フィルタ手段より出力されたトラッククロスパルスを計数して計数値を出力する計
数手段と、前記ディスク回転手段の最高回転速度を決定し、前記最高回転速度以下で前記
ディスク回転手段を制御する制御手段と、を具備し、前記制御手段が、前記計数値と、前
記計数値を計数した時の前記ディスク回転手段の回転速度と、予め決められた定数と、か
ら前記設定値を算出して前記可変フィルタに設定し、前記ディスク回転手段の最高回転速
度を決定することを特徴とするものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　また、本発明の請求項３にかかる情報ディスク記録再生装置によれば、情報ディスクを
所定の速度で回転させるディスク回転手段と、前記情報ディスクから情報信号を読み取る
ための読み取り手段と、前記読み取り手段を前記情報ディスクの半径方向に移動するため
の移動手段と、前記読み取り手段が前記情報トラックを横切る際の再生信号に基づいてト
ラッククロスパルスを生成するトラッククロス検出手段と、前記トラッククロスパルスの
うち設定値以下の幅のトラッククロスパルスを計数しないための可変フィルタ手段と、前
記読み取り手段が前記情報トラックを横切る方向を表すトラッククロス方向を検出するト
ラッククロス方向検出手段と、前記ディスク回転手段の回転角度情報を出力する回転角度
検出手段と、前記トラッククロス方向と前記回転角度情報に基づいて前記可変フィルタ手
段から出力されるトラッククロスパルスを符号付きで計数する第１の計数手段と、トラッ
ククロス方向を検出せず前記回転角度検出手段が出力する回転角度情報に基づいて前記可
変フィルタ手段から出力されるトラッククロスパルスを計数する第２の計数手段とを含み
、前記可変フィルタ手段の初期値を設定するための計数値の初期値を設定し、前記移動手
段を移動不能として、前記ディスク回転手段に装着された前記情報ディスクを所定の速度
で回転したときの第１または第２の計数手段が計数した計数値を得、所定回数、前記可変
フィルタ手段の設定値を設定し、前記情報ディスクを所定の速度で回転したときの第１ま
たは第２の計数手段が計数した計数値を得る、処理を繰り返し、１回転分以上の計数値を
得る計数手段と、前記ディスク回転手段の最高回転速度を決定し、前記最高回転速度以下
で前記ディスク回転手段を制御する制御手段と、を具備し、前記制御手段は、前記計数値
と、前記計数値を計数した時の前記ディスク回転手段の回転速度と、予め決められた定数
と、から前記設定値を算出して前記可変フィルタに設定し、前記ディスク回転手段の最高
回転速度を決定するものである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　また、本発明の請求項４にかかる情報ディスク記録再生装置によれば、請求項３記載の
情報ディスク記録再生装置において、前記ディスク回転手段に装着された前記情報ディス
クを所定の速度で回転したときに前記第１の計数手段が計数した計数値を得、所定回数、
前記情報ディスクを所定の速度で回転したときに前記第１の計数手段が計数した計数値を
得る処理を繰り返し、１回転分以上の前記計数値を得るものである。
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【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　また、本発明の請求項５にかかる情報ディスク記録再生装置によれば、請求項３または
４記載の情報ディスク記録再生装置において、前記計数値と、前記計数値を計数した時の
前記ディスク回転手段の回転速度と、予め決められた定数と、から前記設定値を算出して
前記可変フィルタに設定する際に、前記計数値がトラッククロス方向を検出しない場合の
計数値であるときには、
　１回転あたりの総計数値　＝　４Ｔc
　現在の回転速度　　　　　＝　Ｖrpm
としたとき、

【数１】

をもとに最大トラック横断速度を算出し、該算出された前記最大トラック横断速度をもと
に、前記可変フィルタ手段の設定値として最小トラックカウントパルス幅を設定するもの
である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　また、本発明の請求項７にかかる情報ディスク記録再生装置によれば、請求項６記載の
情報ディスク記録再生装置において、前記計数値と、前記計数値を計数した時の前記ディ
スク回転手段の回転速度と、予め決められた定数と、から前記設定値を算出して前記可変
フィルタに設定する際に、計数値がトラッククロス方向を検出する場合の計数値であると
きには、前記６分割された回転角毎の計数値をそれぞれ、
DAT[n] = DAT[0],DAT[1],DAT[2],DAT[3],DAT[4],DAT[5]
(n>5 のとき、n = n mod 6 (n を 6 で割った剰余))とし、
ディスク回転手段の回転速度をＶrpm[rpm]とするとき、
【数４】

【数５】

をもとに最大トラック横断速度を算出し、該算出された前記最大トラック横断速度をもと
に前記可変フィルタの設定値として最小トラックカウントパルス幅を設定するものである
。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　また、本発明の請求項１０にかかる情報ディスク記録再生装置によれば、請求項９記載
の情報ディスク記録再生装置において、前記計数手段は、前記計数値と、前記計数値を計
数した時の前記ディスク回転手段の回転速度と、予め決められた定数と、から前記設定値
を算出して前記可変フィルタに設定し、前記制御手段は、前記トラッククロス計数値を算
出する際に、同一の回転速度で繰り返し設定された前記可変フィルタ手段の設定値が一定
値以上変化した場合には、それ以前のトラッククロス計数値は平均値を算出するために用
いないものである。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　また、本発明の請求項１１にかかる情報ディスク記録再生装置によれば、情報ディスク
を所定の速度で回転させるディスク回転手段と、前記情報ディスクから情報信号を読み取
るための読み取り手段と、前記読み取り手段を前記情報ディスクの半径方向に移動するた
めの移動手段と、前記読み取り手段が前記情報トラックを横切る際の再生信号に基づいて
トラッククロスパルスを生成するトラッククロス検出手段と、現在のトラッククロスパル
スより１つ前のトラッククロスパルスのパルス幅を記憶するパルス幅記憶手段と、前記１
つ前のトラッククロスパルスのパルス幅と現在のトラッククロスパルスのパルス幅とを比
較し、一定以上小さくなっている場合には現在のトラッククロスパルスを出力しないフィ
ルタ手段と、前記フィルタ手段より出力されたトラッククロスパルスを計数して計数値を
出力する計数手段と、前記ディスク回転手段の最高回転速度を決定し、前記最高回転速度
以下で前記ディスク回転手段を制御する制御手段と、を具備し、前記制御手段は、前記計
数値と、前記計数値を計数した時の前記ディスク回転手段の回転速度と、予め決められた
定数と、から前記設定値を算出して前記可変フィルタに設定し、前記ディスク回転手段の
最高回転速度を決定するものである。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　また、本発明の請求項１２にかかる情報ディスク記録再生装置の振動検出方法によれば
、情報トラックが螺旋状または同心円状に形成された情報ディスクを記録または再生可能
な情報ディスク記録再生装置の振動検出方法において、前記情報ディスクを装置に装着し
て回転させたときに発生する、読み取り手段が前記情報ディスクの情報トラックを横切る
際の再生信号に基づくトラッククロスパルスを計数して計数値を得るステップと、前記得
られたトラッククロスパルスの幅と所定の値とを比較し、所定値以下の幅を有するトラッ
ククロスパルスの前記計数を無効にするステップと、前記計数値をもとに前記情報ディス
ク記録再生装置の許容されるトラック横断数以下となる最高回転速度を決定するステップ
と、前記計数値と、前記計数値を計数した時のディスク回転数と、予め決められた定数と
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、から前記情報ディスク記録再生装置の許容されるトラック横断速度以下またはトラック
横断加速度以下となる最高回転速度を決定するステップとを、含むものである。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　また本発明の請求項１３にかかる情報ディスク記録再生装置の振動検出方法は、情報ト
ラックが螺旋状または同心円状に形成された情報ディスクを記録または再生可能な情報デ
ィスク記録再生装置の振動検出方法において、前記情報ディスクを装置に装着して回転さ
せたときに発生される、読み取り手段が前記情報ディスクの情報トラックを横切る際の再
生信号に基づくトラッククロスパルスを計数して計数値を得るステップと、前記読み取り
手段が前記情報トラックを横切る方向を表すトラッククロス方向を検出するステップと、
前記情報ディスクの回転角度情報を出力するステップと、設定パルス幅と現在のトラック
クロスパルスのパルス幅とを比較し、一定以上小さくなっている場合には現在のトラック
クロスパルスの前記計数を無効とするステップと、前記トラッククロス方向と前記回転角
度情報に基づいて、前記一定以上の前記トラッククロスパルスを符号付きで計数する第１
の計数ステップと、トラッククロス方向を検出せず前記回転角度情報に基づいて、前記一
定以上の前記トラッククロスパルスを計数する第２の計数ステップと、前記第１及び第２
の計数ステップを所定回数繰り返して、前記設定パルス幅を繰り返し設定するステップと
、前記繰り返し設定された設定パルス幅を用いて前記第１及び第２の計数ステップにて計
数される計数値を得ることで、前記情報ディスク１回転以上に相当する計数値を得るステ
ップと、前記計数値をもとに前記情報ディスク記録再生装置の許容されるトラック横断数
以下となる最高回転速度を決定するステップと、前記計数値と、前記計数値を計数した時
のディスク回転数と、予め決められた定数と、から前記情報ディスク記録再生装置の許容
されるトラック横断速度以下またはトラック横断加速度以下となる最高回転速度を決定す
るステップとを、含むものである。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　また、本発明の請求項１４にかかる情報ディスク記録再生装置の振動検出方法によれば
、情報トラックが螺旋状または同心円状に形成された情報ディスクを記録または再生可能
な情報ディスク記録再生装置の振動検出方法において、前記情報ディスクを装置に装着し
て回転させたときに発生する、読み取り手段が前記情報ディスクの情報トラックを横切る
際の再生信号に基づくトラッククロスパルスを計数して計数値を得るステップと、現在の
トラッククロスパルスより１つ前に検出されたトラッククロスパルスのパルス幅を記憶す
るステップと、前記記憶されたトラッククロスパルスのパルス幅と現在のトラッククロス
パルスのパルス幅とを比較し、一定以上小さくなっている場合には現在のトラッククロス
パルスの前記計数を無効とするステップと、前記計数値をもとに前記情報ディスク記録再
生装置の許容されるトラック横断数以下となる最高回転速度を決定するステップと、前記
計数値と、前記計数値を計数した時のディスク回転数と、予め決められた定数と、から前
記情報ディスク記録再生装置の許容されるトラック横断速度以下またはトラック横断加速
度以下となる最高回転速度を決定するステップとを、含むものである。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　また、本発明にかかる情報ディスク記録再生装置、及び情報ディスク記録再生装置の振
動検出方法によれば、情報記録トラックが螺旋状または同心円状に形成された情報ディス
クを記録または再生可能な情報ディスク記録再生装置において、前記情報ディスクを所定
の速度で回転させるディスク回転手段と、前記情報ディスクから情報信号を読み取るため
の読み取り手段と、前記読み取り手段を前記情報ディスクの半径方向に移動するための移
動手段と、前記読み取り手段が前記情報トラックを横切る際の再生信号に基づいてトラッ
ククロスパルスを生成するトラッククロス検出手段と、前記トラッククロスパルスのうち
設定値以下の幅のパルスを計数しないための可変フィルタ手段と、前記可変フィルタ手段
より出力されたパルスを計数する計数手段と、前記ディスク回転手段の最高回転速度を決
定し、前記最高回転速度以下で前記ディスク回転手段を制御する制御手段と、を具備し、
前記制御手段が、前記計数値と、前記計数値を計数した時の前記ディスク回転手段の回転
速度と、予め決められた定数と、から前記設定値を算出して前記可変フィルタに設定し、
前記ディスク回転手段の最高回転速度を決定することにより、トラッククロス計数値と、
その計数値を計数した時のディスク回転手段の回転速度と、予め決められた定数と、から
トラッククロスフィルタの設定を行うので、ディスクの偏心、振動によりトラッククロス
速度が大きく変化した場合でも常に正確に振動検出に最適なトラックカウントを行うこと
ができるという効果が得られる。
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